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私
は
、
若
く
し
て
両
親
を
病
気
で
亡
く
し
ま
し
た
。
終
戦
間
も
な
い
荒
廃
と
ど
ん
底
の

時
代
を
一
家
の
支
柱
と
な
っ
て
、
辛
酸
を
舐
め
苦
労
を
一
身
に
背
負
っ
て
生
き
て
参
り
ま

し
た
。
し
か
し
、
二
つ
の
逆
境
が
今
日
の
私
を
育
て
て
く
れ
た
よ
う
に
思
い
ま
す
。
こ
れ

は
、
戦
争
で
親
、
兄
弟
を
亡
く
し
失
意
と
廃
虚
の
中
で
生
き
続
け
、
苦
難
に
め
げ
ず
立
ち

直
っ
た
多
く
の
人
々
に
通
じ
る
事
で
、
そ
の
苦
労
の
積
み
重
ね
が
戦
後
日
本
の
復
興
と
繁

栄
を
も
た
ら
し
た
と
存
じ
ま
す
。 

 

日
本
は
今
、
世
界
屈
指
の
経
済
大
国
に
発
展
し
豊
か
な
時
代
を
謳
歌
し
て
お
り
ま
す
が
、

そ
の
基
盤
を
作
ら
れ
た
人
々
が
高
齢
を
迎
え
て
お
ら
れ
ま
す
。
早
く
か
ら
高
齢
者
福
祉
の

改
善
と
増
進
が
、
日
本
社
会
の
急
務
と
叫
び
な
が
ら
取
り
巻
く
環
境
は
、
必
ず
し
も
万
全

と
は
言
え
な
い
の
が
現
状
で
す
。
年
金
・
医
療
・
保
険
・
介
護
の
ど
の
分
野
に
も
厳
し
い

実
態
が
待
っ
て
い
ま
す
。 

 

高
齢
者
が
健
康
で
生
き
が
い
を
持
ち
、
実
社
会
の
一
員
と
し
て
実
の
あ
る
人
生
を
全
う

出
来
る
様
、
援
助
を
深
め
る
使
命
感
を
私
た
ち
ひ
と
り
ひ
と
り
が
負
う
べ
き
か
と
存
じ
ま

す
。 

 

社
会
福
祉
法
人
カ
ナ
ン
は
、
微
力
な
が
ら
高
齢
者
福
祉
の
一
端
を
担
い
、
関
係
の
皆
様

と
も
ど
も
、
精
進
・
努
力
致
し
た
い
と
存
じ
ま
す
。
各
位
の
一
層
の
ご
指
導
と
ご
援
助
を

お
願
い
い
た
し
ま
す
。 

創 刊 号 

平
成
十
七
年
、
社
会
福
祉
法
人
カ
ナ
ン
を
創
設
し
て
三
年
有

余
、
お
か
げ
様
で
順
調
な
歩
み
を
続
け
て
お
り
ま
す
。 

こ
れ
は
ひ
と
え
に
当
老
人
ホ
ー
ム
建
設
に
当
た
り
深
い
ご
理

解
と
ご
支
援
を
頂
い
た
地
元
住
民
の
皆
様
、
創
設
に
必
要
な
諸

手
続
き
等
を
懇
切
に
ご
指
導
・
ご
助
言
下
さ
っ
た
関
係
機
関 

そ
し
て
現
在
介
護
を
は
じ
め
多
様
な
業
務
に
携
わ
っ
て
い
た
だ

い
て
い
る
職
員
の
方
々
、
更
に
は
今
当
ホ
ー
ム
を
ご
利
用
下
さ

っ
て
い
る
高
齢
者
と
そ
の
ご
家
族
等
全
て
の
人
々
の
お
力
添
え

の
賜
物
と
受
け
止
め
、
心
か
ら
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。 

            

           

 

お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
！ 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 

西
野 

ス
ギ
ノ 

様 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

明
治
三
十
九
年
五
月
十
三
日
生
ま
れ 

  

さ
く
ら
ユ
ニ
ッ
ト
に
入
居
の
西
野
ス
ギ
ノ
さ
ん
が
先
日
一
〇
三
歳

の
お
誕
生
日
を
迎
え
ら
れ
ま
し
た
。 

  

ス
タ
ッ
フ 

 

『
一
〇
三
歳
に
な
ら
れ
た
感
想
は
？
』 

 

西
野
さ
ん 

 

『
一
〇
三
歳
は
、
生
き
過
ぎ
や
～
』 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

（
照
れ
く
さ
そ
う
に
） 

 
 
 
 
 
 
 

『
ま
だ
ま
だ
こ
の
調
子
や
と
生
き
る
わ
』 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

（
苦
笑
・
・
・
） 

 
 
 
 
 
 

 

 
 
 

 

  
 
 
 
 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

         
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

        
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

  
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 
 
 
 

 

平
成
二
十
一
年
五
月
二
四
日
（
日
） 

 
 
 
 

家
族
会
総
会
が
開
催
さ
れ
、
多
数
の
ご
家
族

様
が
参
加
し
て
下
さ
い
ま
し
た
。 

今
年
度
は
家
族
会
か
ら
『
松
花
堂
弁
当
箱
』

を
寄
贈
し
て
頂
く
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。 

総
会
後
、
２
階
『
二
上
ユ
ニ
ッ
ト
』
の
入
居

者
様
が
歌
や
演
奏
を
披
露
し
て
下
さ
い
ま

し
た
。 

い
つ
ま
で
も 

「
あ
ん
り
長
寿
一
」
の
座
を 

守
り
続
け
て
い
た
だ
き
た
い
と 

思
い
ま
す
。 
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新入職員の紹介 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

                                                                                                                                               

 

 

 

 

 

 

 

 

福永 瑞穂（ふくなが みずほ） 

２階で先輩職員の動きや入居者の方

への働きかけや、言葉かけの仕方を見

て、驚きとすごいの一言でしかありま

せん。入居者の方と職員の信頼関係が

あるからこその言葉かけだと思いまし

た。先輩職員の動きや言葉かけの仕方

を見て、自分の物にしたいです。一日

も早く苦手な事を克服し、先輩職員み

たいに動きたいです。 

 

愛ある介護 

河邊 園可（かわべ そのか） 

個々のＡＤＬをしっかり把握

し、その方に合った介助方法を見

て、聞いて,学びしっかり身につ

ける。何事にも積極的に取り組

み，全力で頑張るのでよろしくお

願いします。 

 

西村 菜緒子（にしむら なおこ） 

３階配属になりました西村菜緒

子です。幼い頃から夢だったこの

仕事に就けて本当に嬉しいです。 

 入居者の方々との関わりを大切

にして、少しでも多く楽しい時間

を過ごして頂けるよう、頑張って

いくのでよろしくお願いします。 

 

  

 

北
浦
統
括
主
任
コ
メ
ン
ト 

御
入
職
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
ス
タ
ー
ト
を
切
っ
た
ば
か
り
で
緊
張
し
き
り
の
毎
日
を
送
り
、
慣
れ
な
い
業
務
に
走

り
回
っ
て
い
る
事
と
思
い
ま
す
。
一
日
で
も
早
く
、
職
場
の
雰
囲
気
、
業
務
に
馴
染
め
る
と
良
い
で
す
ね
。
少
し
で
も
多
く

の
喜
び
、
楽
し
み
を
見
い
出
し
、「
介
護
士
」
と
い
う
仕
事
に
対
し
て
や
り
が
い
、
誇
り
の
持
て
る
職
員
に
な
っ
て
ほ
し
く
思

い
ま
す
。
な
に
よ
り
皆
さ
ん
の
す
ぐ
隣
に
は
同
期
、
先
輩
職
員
含
め
、
苦
楽
を
共
に
で
き
る
「
仲
間
」
が
い
る
の
で
す
か
ら
・
・
・

一
緒
に
頑
張
り
ま
し
ょ
う
。 

 

特
養
部
門
と
し
て
は
、「
よ
り
個
別
化
を
目
指
し
て
」
を
今
年
度
の
目
標
と
し
、
各
フ
ロ
ア
、
ユ
ニ
ッ
ト
に
お
い
て
よ
り
個
々

の
生
活
歴
を
活
か
し
た
ケ
ア
を
実
践
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。
例
え
ば
、
集
団
で
行
っ
て
い
た
行
事
、
外
出
等

は
継
続
し
つ
つ
、
少
人
数
で
の
外
出
等
も
取
り
入
れ
る
こ
と
で
、
よ
り
個
々
の
ニ
ー
ズ
に
合
わ
せ
た
、
有
意
義
な
時
間
の
提

供
、
現
状
行
っ
て
い
る
ケ
ア
の
質
の
向
上
を
目
的
と
し
、
最
低
月
一
回
の
研
修
の
実
施
（
施
設
外
研
修
含
む
）、
そ
れ
に
よ
り

得
た
知
識
、
技
術
を
入
居
者
様
に
還
元
し
、
今
以
上
に
快
適
で
過
ご
し
や
す
い
空
間
を
提
供
し
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。 

 

 

結城 亜衣子（ゆうき あいこ） 

私の目標は、業務をなるべく早

く覚える事です。まだまだ分らな

い事が沢山で、何をしたらいいの

かも分からないので、積極的に業

務を覚えていきたいと思ってい

ます。いろいろな方に迷惑をかけ

るかもしれませんが、少しずつ慣

れていきたいと思っていますの

で、よろしくお願いします。 

 

 

編
集
後
記 

 

今
回
、
初
め
て
広
報
紙
「
き
ら
ら
」
の
創
刊
号

を
発
行
さ
せ
て
頂
き
ま
し
た
。 

 

「
き
ら
ら
」
の
由
来
と
は
、
入
居
者
様
・
ご
利

用
者
様
が
い
つ
ま
で
も
き
ら
き
ら
と
輝
い
て
い
て

下
さ
る
事
を
願
い
、
つ
け
ま
し
た
。 

（
命
名 

岸
田 

美
佐
） 

  

初
心
者
ば
か
り
の
集
ま
り
な
の
で
、
編
集
に
時

間
が
か
か
り
ま
し
た
。
本
来
は
、
四
月
中
に
発
行

す
る
予
定
で
し
た
が
今
に
な
っ
て
し
ま
い
ま
し
た

事
を
お
詫
び
申
し
上
げ
ま
す
。 

ご
意
見
・
ご
感
想
を
頂
け
れ
ば
嬉
し
く
思
い
ま

す
。
こ
れ
か
ら
も
広
報
紙
「
き
ら
ら
」
を
可
愛
が

っ
て
下
さ
い
ま
す
様
お
願
い
致
し
ま
す
。 

 

広
報
委
員
を
紹
介
さ
せ
て
頂
き
ま
す
。 

 
 

浅
野 

左
記
子
（
事
務
） 

 
 

奥
野 

篤
志
（
デ
イ
） 

 
 

村
本 

緑
（
介
護
） 

 
 

川
﨑 

由
美
子
（
介
護
） 

 
 

古
川 

礼
子
（
医
務
） 

 
 

大
谷 

江
美
（
事
務
） 

 

今
回
の
創
刊
に
あ
た
り
ご
協
力
い
た
だ
い
た
皆

様
に
厚
く
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。
な
お
、
掲
載
し

き
れ
な
い
記
事
は
次
回
に
使
わ
せ
て
頂
き
ま
す
の

で
ご
了
承
の
程
よ
ろ
し
く
お
願
い
致
し
ま
す
。 

次
回
の
発
行
は
秋
頃
の
予
定
と
な
り
ま
す
。 



のぞみ・ひかり 綿帽子 

以前まで勤務体制や人数の問題で難

しかった行事・レク・外出などに力を

入れ、1月に 1回のスペースで行ってい

ます。 

最近では、お花見や壁紙作り、映画

鑑賞を行い、皆様の笑顔をたくさん見

せてもらいました。 

一度の行事で全員参加は出来ないで

すが、今後 1月に 2回・3回と回数を増

やしていき、より多くの入居者さんに

参加してもらえる様に頑張っていきま

す。 

葛 城   櫻井 

 いつでも元気一杯に、皆様を『一日

一笑』されるようスタッフともども頑

張ります。 

金 剛   西村 

 10 名中 4 名の方が自立されており、

マイペースに生活されています。 

利用者の方と会話をする時間をなるべ

く多くとる様に心掛けています。 

 いつも笑顔で接し、利用者の方も笑

顔でいてもらえる様な、アットホーム

なユニットを目指しています。 

 2階の行事は、おやつ作り（2月バレ

ンタインチョコ・8月かき氷等）外出は、

初詣・花見等。毎月お誕生日会は皆で 

HAPPY BIRTHDAY の唄を歌ってお

祝いしています。 

二 上   土屋 

 毎週月曜日に音楽療法があり、皆さ

ん笑顔と歌声で活気があります。その

成果を今後夏祭り・あんり祭・クリス

マス大会に発表していきたいと思って

います。 

 二上ユニットは家族様も一緒協力し

ていただきケアをしています。フロア

も飾りをつけ明るくしています。 

毎日笑顔のあるフロアが私達職員の目

標です。 

さくら  小嶋 

 一人一人の生活パターンに添って支

援できるように、又家で生活している

のと変わらない暮らしが送れるように

個人の情報をたくさん収集し「その人

らしい生活」が送れるようにしていき

たい。 

 施設内での鍋・たこ焼きパーティー

などは月に 1 回程度行っているので、

今後は個人がしたい事、行きたい所へ

行く等 1 対 1 で外出できる様な企画を

立てていく。 

 先日（5/11）に入居者様 1 名に対し、

スタッフ 1 名でジャスコへ買い物に行

き「自分で欲しい物を選び、お金を払

う」昼食も「店で選んで食べたい物を

食べる」といった事を行いました。今

まで当たり前の様に行ってきた事をす

ることで大変生き生きとされ満足して

いただけました。 

 個人の希望が一つでも叶うようなユ

ニットにしていきたいです。 

ひまわり  大村 

 ひまわりユニットでは、ジャスコに

外食や買い物などをしたりし、施設内

だけでなく外へ出て、地域と関われる

ようなユニットを目指し頑張っていま

す。美味しいものが食べたいが外食が

出来ない時は、宅配寿司を頼んでユニ

ット内で寿司パーティーを開催しまし

た。今後も今よりもっと外出などをで

きるようんい頑張りたいです。 

コスモス  真銅  

 入居者、職員共笑顔で毎日いてもら

える様なユニットで入居者一人一人が

その人らしくマイペースに生活を送れ

るよう支援していきたいと思います。 

 これから、一人一人入居者のご希望、

好きな事して見たい事等お伺いしなが

ら、強制せず今やりたい事を企画し行

っていきたいと思います。 

 ユニットでは、これからは暖かくな

るので、外へ出る機会を増やし少しで

も気分転換をはかってもらえればと考

えています。外出・ドライブ・買い物・

散歩等、又毎月誕生日会、6月～ベビー

カステラ・フルーツポンチ作り、7月 

かき氷等を予定。 

そよ風  佐々木  

 4月の取り組み 

6月からは目標を立て、利用者様と一緒

に何か形に形に残る物を作っていける

様に取り組む、又 5 月にアンケートを

家族向けに出し何を望まれているのか

少しでも家族の思いが取り入れられる

様、働きかけを行う。意見箱も利用し

ていただける様働きかけを行う。 

デイサービス  奥野 

 私達は、「毎日楽しく、元気に」をモ

ットーに笑顔の絶えないデイサービス

を目指しております。ただ楽しいので

はなく、充実感のある楽しみを提供し

ていきます。今年の 4 月よりマシンに

よるリハビリを開始いたしました。一

日のリハビリメニューを終えた方は、

「しんどい、疲れた。」とおっしゃられ

ますが、その表情は笑顔でとても充実

感に満ち溢れておられます。 

 そしてスタッフは常に相手の気持ち

になって接することを心掛けておりま

す。自分達の親や祖父母を「このデイ

サービスに預けたい」「ここのスタッフ

に任せたい」と思っていただけるデイ

サービスを目指し、地域に根付いた活

動を行っていきます。 

 レクリエーションなどのメニューも

豊富に取り揃えて、強制はせず今やり

たい事をやって過ごしていただけます。 

訪問看護  

 医師の指示の下、在宅療養を安心し

て継続できるよう支援させていただき

ます。 

訪問介護  

 安心して在宅生活を継続できるよう、

出来ない部分・足りない部分をケアプ

ランに基づいてサービス提供させてい

ただきます。 

居宅介護支援事業所 

 長年、親しんでこられたご自宅や地

域で、お一人お一人のライフ（生命・

生活・人生）を大切にした介護計画を

皆様の声に耳を傾け、皆様と一緒に考

えています。 

河邊 園可  

 個々の ADLをしっかり把握し、その

方に合った介助方法を見て、聞いて学

びしっかり身につける。 

 何事にも積極的に取り組み、全力で

頑張るので迷惑をかけますが、よろし

くお願いします。 

西村 菜緒子 

 三階配属になりました西村菜緒子で

す。幼い頃から夢だったこの仕事に就

けて本当に嬉しいです。 

 入居者の方々との関わりを大切にし

て、少しでも多く楽しい時間を過ごし

て頂けるよう、頑張っていくのでよろ

しくお願いします。 

福永 瑞穂 

 正規職員になって 1 ヵ月が経ちまし

た。そして、配属先も決まり 5 月から

配属先で日々勉強しています。  

 この１ヵ月色々な事を学びました。

一人一人利用者の方に合った言葉かけ

や、移乗の仕方、衣服の着脱、利用者

の方が過ごしやすい環境作りを学び、

充実した毎日を過ごしました。 

 5月からは、2階で日々勉強していま

す。先輩職員さんの動きや利用者の方

への働きかけや、言葉かけの仕方を見

て、驚きとすごいの一言でしかありま

せん。利用者の方と職員さんとの信頼

関係があるからこその言葉賭けだと思

いました。 

 



私は、まだ一人前でもなく、未熟者の

半人前です。だからこそ先輩職員さん

の動きや言葉かけの仕方を見て、自分

の物にしたいです。 

 一日も早く苦手な事を克服し、先輩

職員さんみたいに動きたいです。 

結城 亜衣子 

 私の目標は、業務をなるべく早く覚

える事です。まだまだ分らない事が沢

山で、何をしたらいいのかも分らない

ので、積極的に業務を覚えていきたい

と思っています。 

 いろいろな方に迷惑をかけるかもし

れませんが、少しずつ慣れていきたい

と思っていますので、よろしくお願い

します。 

 

                  


